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庁議の概要 

開催日 平成23年１月４日（火） 

 

◎項  目 

１ 知事の年頭あいさつ 

２ 各部局等の動向について【各部局等】 

３ その他 

 

◎内  容 

１ 知事の年頭あいさつ 

 知事から年頭のあいさつを行った。 

【概要】 

・昨年は挑戦の年として位置付け、大河ドラマの追い風を生かし切るべく全力で取り組みを進めてきた結

果、観光客の大幅な増や大きな経済効果から考えても、この追い風を生かすことができたのではないか。

また、保健、医療、福祉分野においても、日本一の健康長寿県構想を策定し、実行を始めた年であり、

様々な面で具体的な取り組みが前に進んだと言えるだろう。さらに、教育改革の面でも、学力テストや

体力テストにおいて大きな改善が見られ、教育委員会と学校現場がともに車の両輪となって取り組んで

いる教育改革が進みつつある。そのほか、危機管理面においては緊張感を伴う事案に対し取り組んでい

ただいたし、総務部や監査委員事務局、会計管理局では中長期の財政の安定化を図りながらも規律を守

っていくという取り組みを行っていただいた。また、県民の安全・安心の確保のために、県警本部の皆

さまも本当に頑張っていただいた。昨年１年間の県庁職員の皆さまの努力に対し、心よりお礼を申し上

げたい。 

・平成23年は正念場の年だ。龍馬ブームの追い風が弱まり、去年ほどスムーズにいかないということも多々

出てくるだろう。しかし、ここで踏みとどまり継続して前に進むことで、元の木阿弥となるか、県勢浮

揚に向けて確実な前進を成し遂げることができるかの別れ目となる。私たちは去年成し遂げた多くの財

産を持っている。例えば、地産外消を進めるため、地産外商公社や「まるごと高知」といった仕組みが

十分に整い、機能し始めた。その過程で多くの有益な人間関係を築くことができ、さらには様々なノウ

ハウも蓄積しつつある。今年はこの仕組みとノウハウを土台として具体的な成果をあげるための取り組

みを進めていかなければならない。 

・日本一の健康長寿県構想は２年目を迎える。昨年、県民の皆さまからいただいたご意見は知恵の宝庫だ

と考えている。これを踏まえて、今年は計画をバージョンアップし、この取り組みをより確実なものに

していきたい。 

・教育分野では、体力テストや学力テストの結果などにおいて、やればできるということを実感でき、多

くの県民の皆さまから温かい励ましの言葉もいただくようになってきた。教育現場や県教育委員会では、

高知県の子どもにも、少なくとも全国と同レベルの教育を与えたい、そういった教育体制を築いていき

たいという思いで取り組みを進め、知事部局としてもバックアップをしてきた。引き続き、教室を変え

る、授業を変える、放課後を変える、という取り組みを徹底し、子どもたち一人一人の心に届いていく

かどうか、この点においても正念場の年だと考えている。 

・インフラ整備については、昨年の国の予算編成の過程において大きな前進があり、土木部や東京事務所
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の皆さんに頑張っていただいたこともあり、着々と整備が進みつつある。今年もこの傾向が続くように

取り組んでいかなければならない。また、安全・安心の確保という観点から、南海地震対策における特

に人命にかかわる対策について、本格的な実行段階へとシフトアップしていかなければならない。津波

避難タワーの整備をはじめとする様々な取り組みについて全力で取り組んでいきたい。 

・中長期的な県の財政事情の安定を図っていくこと、単年度毎の一つ一つの事業の説明責任を果たしてい

くことも重要である。また、働きやすい環境とともに規律正しい環境を築き上げていかなければならな

い。引き続き総務部、監査委員事務局、会計管理局などは縁の下の力持ちとして大いに努力いただきた

い。県警本部においても、引き続き治安の確保、安全・安心の確保に向けてご努力をよろしくお願いし

たい。 

・今年は、今までの取り組みを土台として具体的な成果を生み出していくことが重要な年になっている。

そのため、私自身の自戒の念も込めて、県庁職員の皆さまに３点お願いしたい。 

・第１に、今年は正念場の年という自覚を持って、くじけず今までの取り組みを継続、発展させていくと

いう姿勢を持って取り組んでいただきたい。 

・第２に、成果を上げるためには官民協働が必要不可欠である。官民協働の体制を築いていくためにも、

本当に県民の皆さまにご理解いただけるような広報を職員一人一人が心掛けていただきたい。また、県

民の皆さまから頂いたご意見に対して、私たちの思いや考えが相手の心に届くような説明を行い、相手

と信頼関係を築けるようなコミュニケーションを心掛けていただきたい。 

・第３は、実行段階で具体化が進めば進むほど部局間の連携が非常に重要になってくる。まずは部局長や

副部長、主管課の課長が各部局間で連携・協調して取り組みを進めるのだという雰囲気づくり、土台づ

くりに努めていただきたい。 

・また、政策提言について、本県の主張が他県にとっても効果的だと思えるものであるからこそ、国の施

策に反映をされていく。去年もそういう心構えでやっていただいたが、今年はなお一層、本県の立場を

説得していくためにも、全国区で通用する議論を展開していくつもりでお願いしたい。 

 

２ 各部局等の動向について【各部局等】 

総務部が取りまとめた各部局の今週の動きに関する資料を配布の上、概要説明を行った。 

 

３ その他 

（知事） 

・県内の献血者数、献血量とも増加傾向にあるが、冬場は特に献血者が少なく、緊急時の対応に不安があ

る状況にもある。常に県内で使用される輸血量を確保することが県民の皆さまの命を守ることにつなが

るため、今後とも各庁舎での移動献血の機会や献血ルーム「やまもも」など、それぞれ利用しやすい方

法で職員の皆さんが率先して献血に協力をしていただきたい。 

・ＴＰＰについて、総力をあげて全力で取り組まなければならないかもしれない。賛成派と反対派の意見

全般について情報収集をして、対応していく必要がある。農業振興部が中心になってくるだろうが、Ｔ

ＰＰ自体はもっと幅広い体系になってくる。これは軽々看過できないので、全般的な情報収集体制とす

ぐにアクションを起こすことができる体制を全庁的に構築していかなければならないと思っている。 


